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納入製品のお取り引き条件約款 

 

 製品の納入 

 

  ●納入済みの製品の解約は原則としてお断りいたします。 

  ●６ヶ月以上前の注文指定はお受け致しかねます。 

  ●納期を厳守いたしますが、止む無く納期変更の場合があります。その際、協議の上決めさせていただきます。 

  ●製品は、当社標準梱包方式で納入します。運賃等諸掛かりを別途に負担いただきます。 

  ●取扱説明書は、製品に１部添付しております。別途必要なときは有料となります。 

  ●製品は改良などの為予告なく意匠、使用の一部を変更することがあります。 

  ●製品の所有権及び滅失毀損等の危険負担は、納入時にお客様に移転します。 

  ●当社の据え付け工事を行う製品は、据え付け調整の完了をもって、お客様の検収終了といたします。 

  ●当社が据え付け工事を行わない製品は、製品納入から３０日以内に検収願います。 

   製品の不具合は３０日以内に確認し、通知して下さい。通知のない場合は、検収終了といたします。 

 ●お客様の支払い遅延その他の債務不履行があった場合、当社催促後１０日以内に履行されないときは、お客様 

 に対する当社の債務の履行を停止することがあります。 

  ●ソフトウェア製品については、別途定める「ソフトウェア約款」に基づいて権利の許諾が受けられます。 

 

 製品の保証 

 

  ・ここで使われる不具合とは、製品の故障や損傷を意味するもので、それらに起因する損害は含みません。 

  ●ハードウェア製品に対しては、部品及び製造上の不具合について保証します。 

   保証期間中は通知がありしだい、当社の判断で修理又は交換を行います。 

  ●ソフトウェア製品に対しては、ソフトウェアの媒体の不具合について保証します。 

 ●保証期間中、該当するソフトウェアがハードウェア上に適切に設置されたに拘わらず、媒体の不具合が原因で正

常実行されない場合は、当社の判断で媒体の修理又は交換を行います。 

 ●保証による修理は、当社営業時間の午前９時から午後５時３０分の時間帯で実施します。尚、保証期間中内でも 

  当社規定の出張修理地域以外での出張修理は、技術派遣費は実費請求となります。     

 ●当社の保証は、製品の動作が中断されないものであったり、エラーの皆無であること保証するものではありません。 

  保証期間中に、当社が不具合を認めた製品を相当期間内に修理又は交換出来なかった場合、お客様に製品を返品し 

  してもらい、当社から購入金額をお返しします。 

  

●保証期間は、製品ごとに定められております。当社担当までお問い合わせ下さい。この期間を過ぎたものは、 

全て有償修理となります。保証は、当社が据え付け調整を行う製品については、据え付け調整完了日より開始 

します。また、据え付け調整を行わない製品のみについては、納入日より開始します。 

 

  ●当社の保証は、以下に起因する不具合に関しては適用されません。 

 （１）適当又は不安全な保守、保管及び保存により生じた不具合。 

 （２）当社が認めていない使用上の誤り、或いは不当な改造や修理により生じた不具合。 

   （３）お客様による輸送移動中の落下、衝突等及び据え付け場所の不備又は保全の不適当による不具合。 

   （４）当社が認めていない車両、船舶ならびに航空機等へ搭載したことによる不具合。 

   （５）当社以外のソフトウェア又は機器を接続して生じた不具合。 

   （６）火災、煙害、ガス害、地震、落雷、風水害等の天災ならびに公害や異常電圧などの外部要因による不具合。 

   （７）日本国以外の外国にて使用した場合の全ての不具合。 

 注意：上記による不具合製品については、性能や安全性を復旧できないことがあり、修理不能のことがありますの 

で修理をお断りすることがあります。 

● 当社は、以上に記載する以外の保証は行いません。また、製品の特定用途での性能や特性などの適応性や不具合に

関する保証はいたしかねます。 

 

  ●当社による、製品の保守修理部品の供給期間は、その製品の廃止後５年間です。 



 

製品又はサポートに対する責任 

  

  ●当社は、以下の事由に基づき第三者からの特許権等の侵害の申し立てに対し、その責任を負いません。 

   （１）お客様のデザイン、仕様、指示に基づく製品。 

   （２）当社以外による製品の改造。 

   （３）製品の不適当な使用。 

   （４）当社以外から供給された製品と組み合わせて使用すること。 

 

● 当社は、製品又はサポートによる特許権等及びその他の知的財産権侵害について、ここに記載されている以外

の責任を負いません。 

 

● 不可抗力による履行の遅滞や不履行については、お客様、当社双方その責任を負わないものとします。 

 

● 製品は、人命に拘わる医療機器、航空機、船舶及び公共の場所などでの運用上の結果並びに原子力施設での 

運用による結果の責任を負いかねます。 

 

 ●当社の製品を使用したいかなるシステムの運用上の結果において、他の及ぼす影響や不具合に対して責任を負いか 

  ねます。 

● 当社製品の不具合に対し、無償補償期間中のみ同等のものと交換します。直接関係の無い機器の不具合まで補償 

するものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 安全にご使用いただくために                    
 

   安全にご使用いただくために注意事項を説明します。 

   その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 

 

            この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡や大けがをするなど人身事故 

             の原因となります。 

 

            この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人がけがをしたり周囲の家財に損害を 

             あたえたりすることがあります。 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 警告 
 

  異常状態（煙が出ている、へんなにおいや音がする）のときは電源プラグを抜く             

           ●万一、煙が出ている、へんなにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると、 

            火災、感電の原因になります。すぐに機器本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源 

プラグをコンセントから抜いてください。 

            煙が出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。 

            お客様による修理は危険ですから絶対おやめください。 

 

  ふたは絶対あけない                                        

           ●この機器のふたははずさないでください。感電の原因になります。 

            内部の点検・調整・修理は販売店にご依頼ください。 

           ●この機器を改造しないでください。 火災・感電の原因となります。 

 

  指定以外の電圧で使用しない                                    

           ●表示された電源電圧ＡＣ１００ボルト以外の電圧で使用しないでください。 

            火災・感電の原因となります。 

 

  指定以外のヒューズは使用しない                                  

           ●指定以外のヒューズを使用したり、ヒューズホルダの短絡は絶対に行わないでください。 

            そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

 

 

 

 

 

警告 

絵表示の例 

  

△記号は注意（警告を含む）をうながすことを表しています。 

図の中に具体的な注意内容が描かれています。

●記号はしなければならないことを表しています。 

図の中に具体的な指示内容が描かれています。 ● 

 

図の中に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

 

  

  

 

  

注意 

 
記号はしてはいけないことを意味します。 

 



 

安全にご使用いただくために                                 
 

 内部にものや水などをいれない                                   

● この機器の開口部（通風孔など）から金属類や燃えやすいものなど異物を差し込んだ 

 り、落とし込んだりしないでください。 

火災・感電の原因となります。 

● 万一異物がこの機器の内部に入った場合は、まず本体の電源スイッチを切り、電源プラグを 

 コンセントから抜いて販売店にご連絡ください。 

そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

● 万一この機器の内部に水など入った場合は、まず本体の電源スイッチを切り、電源プラグを 

 コンセントから抜いて販売店にご連絡ください。 

そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

 

  電源コードを破損するようなことはしない                             

 

● 電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本体の下敷にならないようにして 

 ください。コードを傷つけて、火災・感電の原因となります。 

● 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張った 

 り、加熱したりしないでください。コードが破損して、火災・感電の原因となります。 

● 電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。 

そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

 

 

 注意 

 

  湿気やほこりの少ない場所に置く                                 

            ●湿気やほこりの多い場所に置かないでください。 

             火災・感電の原因となることがあります。 

 

   通風孔をふさがない                                       

            ●この機器の通風孔をふさがないでください。 

             通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災故障の原因となることがあります。 

 

  電源プラグを抜くときは必ずプラグを持って抜く                          

            ●電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。 

             電源コードを引っ張るとコードが傷つき火災・感電の原因となることがあります。 

 

  ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない                              

            ●ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

             感電の原因となることがあります。 

 

  お手入れのときは電源プラグを抜く                                

            ●お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。 

             感電の原因となることがあります。 
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           ご使用にあたって            

 

 
 

 ●輸送中、使用前において破損等がないことを確認の上使用してください。 

●本製品は、社内に於いて十分検査をした上で出荷しておりますが、万一不具合がありましたら、 

 販売店までご連絡ください。 

 

 

 

 

●本製品は日本国内使用時に限り有効とします。日本国外での使用に関する問い合わせ及び責 

 任には一切応じかねます。 

●人命にかかわる医療装置、航空機、船舶及び公共の場所などで運用した場合の責任には一切 

 負いかねます。 

●本製品を使用したいかなるシステムの運用結果の影響、不具合に関しては一切責任を負いか 

 ねます。 

●弊社製品の不具合に関しては、同等のものと交換（無償補償期間中のみ）までといたします。 

その他の機器の不具合まで補償するものではありません。 

 

 

 

 

●この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協会（ＶＣＣＩ）の基準に基づくクラスＡ情報 

 技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。 

この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

                                                               ＶＣＣＩ－Ａ 

 

 

 

 

●電源のＯＮ／ＯＦＦは電源スイッチより行い、電源コードの抜き差しによるＯＮ／ＯＦＦは 

     行わないでください。 

●使用上で次のような症状が出た時は直ちに電源を切り、電源ケーブルを抜いて速やかに、 

販売店にご連絡ください。 

（１） 異常な発熱、発煙、異臭、異音等が出た時。 

（２） 電撃を受けた時。 

（３） 画面に異常が出たり、スイッチコントロール等ができなくなった時。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い

注意 

注意 

必ずお守り下さい 
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１．概要と特徴 
 
１－１．概要 
   本システムスイッチャは、プロジェクタを中心に周辺機器を取り込んだ機器です。 

ＰＣ部、ビデオ部、音声部の切替えを１台のスイッチャにまとめ、且つ、プロジェクタなど外部機器との 

連動動作を可能にしたシステムスイッチャです。下記の特徴があります。 

 

 
１－２．主な特徴 
 

   １．映像入力は、ＰＣ４系統、ビデオ４系統、出力は各々１出力です。 

     このうち、ＰＣの出力は、シュリンクＤサブ１５ピンとＢＮＣの２分配ですので、目的に応じて 

使い分けできます。 

 

   ２．ＲＧＢ周波数帯域はＤＣ～２００ＭＨｚと広帯域のため、接続機器を選びません。 

 

 ３．音声は、ステレオ８系統入力で映像系と連動で切替わります。これとは別にステレオライン入力があり、 

     選択音声とミキシングし出力します。 

 

 ４．音声調整ボリュームは、メインの選択音声とライン入力をダイヤル操作で独立して調整でき、 

   ボリュームは数値で表示されます。ライン入力は0dB/-10dBの選択式アッテネータを内蔵しており、 

   高レベルの入力による音声の歪を制御できます。 

 

 ５．切替操作は、本体前面部スイッチ、専用リモートコントローラ(ＲＣ－３８５１)、 

     接点制御（ＣＢ－３８５１）、ＲＳ－２３２Ｃと、用途に合わせて選択可能です。 

 

  ６．プロジェクタ等の外部機器制御用出力（ＲＳ－２３２Ｃ）を装備しています。 

     カスタムソフトを搭載することで、外部機器の電源ON／OFF、RGB／VIDEOの切替動作を連動して行えます。 

 

   ７．多目的オプションスイッチを６個装備しています。 

     これにより接点制御の外部機器を、本機と連動、非連動にて制御できます。 

     （使用例）電動スクリーンの昇降と電動カーテンの開閉など 

    

   ８．電源コントローラ用リレー接点を装備しています。パワーＯＮ/スタンバイに連動動作するため、 

     システム電源としても利用できます。 

 

   ９．VCCI－A（クラスＡ情報技術装置）取得。  

 

   １０．ＲｏＨＳ指令対応製品です。 
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２．各部の説明 

２－１.正面操作部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ＰＯＷＲスイッチ       本機のスタンバイ状態から電源の入／スタンバイを選択します。(p8参照） 

 

②ＰＯＷＥＲ ＬＥＤ       スタンバイ時：赤点灯（設定により消灯できます。設定番号11.3 p20参照） 

                               パワーＯＮ時：緑点灯 

  

③ＤＩＳＰＬＡＹスイッチ   プロジェクタ等の外部接続機器をＯＮ／ＯＦＦをします。 

               カスタムスタムソフト搭載器のみ有効です。（p11参照） 

 

   ④ＯＦＦスイッチ       選択された映像・音声を一時的にＯＦＦします。 

ＯＦＦ選択中のＬＩＮＥ音声は設定により消音/拡声の選択ができます。 

(p8参照) 

  

⑤ＶＩＤＥＯ選択スイッチ   入力映像・音声のＶＩＤＥＯ１～４を選択します。(p8参照) 

 

   ⑥ＰＣ選択スイッチ      入力映像・音声のＰＣ１～４を選択します。(p8参照) 

     

    ⑦状態表示ディスプレイ    音量や音質などの設定値や、各種設定状態が表示されます。(p9参照) 

 

   ⑧多目的ダイヤル       音量や音質などの調節や各種設定操作を行ないます。  

通常は音量操作を行なうダイヤルで、ツマミを押すことで、 

ＭＡＩＮ／ＬＩＮＥ音声を切り替えます。(p9参照) 

 

   ⑨オプションスイッチ     多目的に使用するスイッチです。電動スクリーン、電動カーテン等 

接点制御機器が操作できます。(p10参照) 

   

※ 各スイッチは、設定により連動動作等ができます。詳細は４－１項設定一覧をご覧下さい。（p13参照） 

 

 

➀ ⑤ ⑦ ⑨ 

⑧⑥④③ 

② 
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２．各部の説明 

２－２．背面電源部 

  

  

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ヒューズ    ０．５Ａガラス管ヒューズ使用 

 

 

②の電源スイッチをＯＮしてもスタンバイ状態にならない場合、コンセントからの 

   電源が供給されてないか、ヒューズが切れている場合があります。 

   お手数ですが弊社にお問合せ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＷＥＲ

｜

○

ON

OFF

FUSE 0.5A SLOW

AV100V 50/60Hz

１

２

３

４

①電源ケーブル

②電源スイッチ

③ヒューズ 

 

・ 電源は、必ず所定のコンセントから取り確実に差し込んでください。 

・ 電源ケーブルの上に物を乗せたり、強く引いたり、鋭利なものに当てたりしないでください。

・ 電源スイッチの再投入は、５秒以上経ってから投入してください。 

 注意 

 

 

● 指定以外ヒューズの使用及びヒューズホルダの短絡は絶対に行なわない 

   で下さい。 

         Ｂ種 

         溶断特性 １６０％≦６０分＊２００％≦２分  同等品使用 

警告 

 

本機背面 

全ての接続が正しいことを確認します。 

➀電源ケーブルをコンセントに差し込みます。 

②背面にある電源スイッチをＯＮにすると、 

設定番号1.2(p16)に基づき本機はスタンバイ 

又は、パワーオンします。 

＜電源の投入手順＞
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２．各部の説明 

２－３.背面映像・音声入出力接続部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

④ＰＣ ＩＮＰＵＴ           ＰＣ映像の入力です。１～４にパソコン映像を接続します。 

                                        (p22参照) 

 

 

⑤ＰＣ ＳＯＵＮＤ ＩＮＰＵＴ     ＰＣ音声の入力です。１～４にパソコン音声を接続します。 

                    （p22参照） 

 

 

⑥ＰＣ ＯＵＴＰＵＴ１          選択されたＰＣ映像の出力です。プロジェクタ等のＲＧＢ 

/ＰＣ ＯＵＴＰＵＴ２         表示装置に接続します。２分配形式です。          

                    (p23参照) 

 

 

⑦ＶＩＤＥＯ ＩＮＰＵＴ        コンポジットビデオ/音声信号の入力です。ビデオ１～４に 

/ＳＯＵＮＤ ＩＮＰＵＴ        ビデオ・ＤＶＤ等の映像・音声信号を接続します。 

                    （p22参照） 

 

 

⑧ＶＩＤＥＯ ＯＵＴＰＵＴ       選択されたビデオ映像・音声の出力です。 

/ＳＯＵＮＤ ＯＵＴＰＵＴ       プロジェクタ等の映像表示装置、アンプ等に接続します。 

                   音声出力は、選択音声とライン音声のミキシング出力です。  

                    （p23参照） 

 

 

⑨ＳＯＵＮＤ ＬＩＮＥ ＩＮＰＵＴ   ライン音声の入力です。ワイヤレスチューナー等の音声を 

接続します。 

                    (p22参照) 

 

 

ＰＯＷＥＲ

｜

○

ON

OFF

FUSE 0.5A SLOW

AV100V 50/60Hz

ＰＣ
ＯＵＴＰＵＴ １

ＢＶｓ

Ｇ

Ｒ

ＰＣ
ＯＵＴＰＵＴ ２

１ ２ ３ ４

ＰＣ ＳＯＵＮＤ ＩＮＰＵＴ

ＲＥＭＯＴＥ ＵＮＩＴ ＣＯＮＴＲＯＬ ＯＵＴＰＵＴ ＣＯＮＴＲＯＬ ＩＮＰＵＴ

１ ２ ３ ４

ＶＩＤＥＯ ＩＮＰＵＴ

ＳＯＵＮＤ ＩＮＰＵＴ

ＶＩＤＥＯ

ＯＵＴＰＵＴ

ＳＯＵＮＤ
ＬＩＮＥ
ＩＮＰＵＴ

ＤＯＷＮＬＯＡＤ

ＰＯＷＥＲ
ＣＯＮＴ．
ＯＵＴＰＵＴ

ＯＰＴＩＯＮ ＳＷ．
ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ
ＯＰＴＩＯＮ ＳＷ．
ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ

PROGURAM NAME
DATA
VERSION

梅沢技研株式会社

RGB SYSTEM SWITCHER
ＩＳＷ－３８５１
AC100V 50/60Hz 15W
ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ

１

２

３

４

ＰＣ
ＩＮＰＵＴ

Ｈｓ

Ｌ

Ｒ

ＭＯＮＯ
Ｌ

Ｒ

Ｌ

Ｒ

ＭＯＮＯ

S/N

④ 

⑥

⑤⑦⑧ ⑨
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２．各部の説明 

２－４.背面制御機器接続部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ＤＯＷＮＬＯＡＤ         メンテナンス用コネクタです。 

                  使用上機能を持っていないため、絶対に接続しないで下さい。 

 

 

⑪ＯＰＴＩＯＮ ＳＷ．        オプションスイッチ出力/キースイッチ入力用コネクタです。 

ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ        オプションスイッチの接点出力とキースイッチ入力があります。 

                    （p26～27参照） 

 

 

⑫ＣＯＮＴＲＯＬ           本体を外部より制御（ＲＳ－２３２Ｃ）するとき接続します。 

ＩＮＰＵＴ             (p24参照) 

 

 

⑬ＣＯＮＴＲＯＬ ＯＵＴＰＵＴ    外部接続機器をＲＳ－２３２Ｃにて制御します。 

                    (p23参照) 

 

 ⑭ＲＥＭＯＴＥ ＵＮＩＴ        リモートユニット「ＲＣ－３８５１」 

点入力変換器 「ＣＢ－３８５１」 

                     (p25参照) 

 

⑮ＰＯＷＥＲ ＣＯＮＴ.ＯＵＴＰＵＴ  電源コントローラ制御用接点出力端子台です。 

                     (p26参照) 

 

 

 

 

 

 

⑩ ⑪ 

⑫⑬⑭ ⑮ 

接続用です。

ＰＯＷＥＲ

｜

○

ON

OFF

FUSE 0.5A SLOW

AV100V 50/60Hz

ＰＣ
ＯＵＴＰＵＴ １

ＢＶｓ

Ｇ

Ｒ

ＰＣ
ＯＵＴＰＵＴ ２

１ ２ ３ ４

ＰＣ ＳＯＵＮＤ ＩＮＰＵＴ

ＲＥＭＯＴＥ ＵＮＩＴ ＣＯＮＴＲＯＬ ＯＵＴＰＵＴ ＣＯＮＴＲＯＬ ＩＮＰＵＴ

１ ２ ３ ４

ＶＩＤＥＯ ＩＮＰＵＴ

ＳＯＵＮＤ ＩＮＰＵＴ

ＶＩＤＥＯ

ＯＵＴＰＵＴ

ＳＯＵＮＤ
ＬＩＮＥ
ＩＮＰＵＴ

ＤＯＷＮＬＯＡＤ

ＰＯＷＥＲ
ＣＯＮＴ．
ＯＵＴＰＵＴ

ＯＰＴＩＯＮ ＳＷ．
ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ
ＯＰＴＩＯＮ ＳＷ．
ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ

PROGURAM NAME
DATA
VERSION

梅沢技研株式会社

RGB SYSTEM SWITCHER
ＩＳＷ－３８５１
AC100V 50/60Hz 15W
ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ

１

２

３

４

ＰＣ
ＩＮＰＵＴ

Ｈｓ

Ｌ

Ｒ

ＭＯＮＯ
Ｌ

Ｒ

Ｌ

Ｒ

ＭＯＮＯ

S/N
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３．操作方法 

３－１．パワーＯＮ/スタンバイと映像選択操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本操作手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本機のＯＮ＞ 

➀ＰＯＷＥＲスイッチをＯＮします。 

  ・ＰＯＷＥＲ表示ＬＥＤは緑点灯 

  ・映像選択スイッチ、ボリューム操作が有効になります。 

＜映像・音声の選択操作＞ 

・ビデオ映像・音声の選択時 ⇒ ⑤ＶＩＤＥＯ１～４の任意映像を選択します。  

・ＰＣ映像・音声の選択時  ⇒ ⑥ＰＣ選択１～４の任意映像を選択します。 

・映像・音声の一時ＯＦＦ  ⇒ ④映像/音声ＯＦＦを選択します。 

     

※ＯＦＦ選択スイッチ解除方法は、設定番号4.3(p17参照)の設定状態により変わります。 

  ■ＯＦＦ選択中の映像選択ＬＥＤは点灯設定時 

・点灯中のＯＦＦスイッチを押すか、他の映像を選択することで解除 

   

□ ＯＦＦ選択中の映像選択ＬＥＤは消灯設定時 

・他の映像を選択することで解除 

＜本機のスタンバイ＞ 

①ＰＯＷＥＲスイッチをＯＦＦします。 

・ＰＯＷＥＲ表示ＬＥＤは設定番号11.3(p20参照)の設定状態に基づき動作します。 

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

ＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

① ⑤

⑥ 

④

本機表面 



 

 - 9 -

３．操作方法 

３－２．多目的ダイヤル（ボリューム）操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（１）状態表示ディスプレイのボリュームレベル表示 

 

 

 

 

 

    ボリューム表示範囲 ００～３１、ＦＦ 

 

（２）ＬＩＮＥ音声のＢＡＳＳ/ＴＲＥＢＬＥ調整時の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＢＡＳＳ/ＴＲＥＢＬＥ調整範囲 －４～０～４  ±10ｄＢ 

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

約２秒間隔で文字とレベル 

表示が切替わります。 

本機表面 

ボリューム最大表示ボリューム最小表示

ＢＡＳＳ調整（ｂａ）

ＴＲＥＢＬＥ調整（ｔｒ） ＋調整での最大表示

－調整での最大表示

ボリュームレベル表示 

～ ～ 

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

（１）パワーＯＮ状態でのみ操作が有効です。 

 

（２）多目的ダイヤルを左右に回すことで音量調整ができます。 

 

 

 

 

 

（３）多目的ダイヤルを押す毎に、ＭＡＩＮ音量（選択出力音声）と 

ＬＩＮＥ音量が切替わります。 

 

 

 

 

 

 

（４）ＬＩＮＥ音量操作後、約５秒でＭＡＩＮ音量操作に切替わります。 

 

（５）多目的ダイヤルを長押し（約10秒）すると、ＬＩＮＥ音声の 

ＢＡＳＳ/ＴＲＥＢＬＥ調整ができます。 

本機表面 

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

小 大

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

押す 

ＭＡＩＮ音量選択中、

緑点灯 

ＬＩＮＥ音量選択中、

緑点灯 
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３．操作方法 

３－３. オプションスイッチ操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ４

ＯＰＴＩＯＮ

２ ５

３ ６

（１）ＯＰＴＩＯＮ１～６は、スタンバイ時でも操作できます。 

 

（２）接点出力のため、多目的に使用できます。 

（使用例） 

 電動スクリーンの“昇”“停止”“降”操作 

   電動カーテンの“開”“停止”“閉”の操作 

   照明のＯＮ/ＯＦＦ 、その他接点出力で制御できる機器 

 

注意：オープンコレクタ仕様となっているため、直接接続する場合、 

電流・電圧の制限があります。制御する機器の仕様をご確認下さい。

 

最大電流    ：５０ｍＡ 

     電圧入力範囲  ：５ ～ ２４Ｖ ＤＣ 

     また、ＯＰＢ－３８０１を別途接続することで上記仕様を 

     拡張できます。（リレー出力 ２４ＶＤＣ ５００ｍＡまで） 

 

（３）設定により外部接続機器のＯＮ／ＯＦＦと連動し 

ＯＰＴＩＯＮスイッチを連動させることがきます。 

（カスタムソフト搭載時）設定番号3.1、3.2（p17参照） 

連動時の接点ショート時間は、５００ｍｓです。 

    

外部接続機器のＯＮ連動  ⇒ ＯＰＴＩＯＮスイッチ３、６ 

   外部接続機器のＯＦＦ連動 ⇒ ＯＰＴＩＯＮスイッチ１、４ 

 

（４）設定により個別でモーメンタリー/オルタネートの選択ができます。 

設定番号10.1～4、11.1～2 （p20参照） 

    

（５）接点出力は、オプションコネクタより接点を出力します。 

 

注意：メイン電源を切ると、全てのスイッチ出力はオープンになります 

オプションボックス（外付け）ＯＰＢ－３８０１を使用する場合は、取説を参照ください。 

アプリケーションは次の通りです。 

 

（1）㈱ケイ アイ シー 、㈱オーエス、㈱キクチ科学研究所、㈱共栄商事の電動スクリーン制御 

（2）トーソー㈱の電動カーテン制御 

 

本機表面 
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３．操作方法 

３－４. カスタムソフト搭載時の操作 

 

 

 

 

 

  

 

操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※本機の設定状態で、操作内容が変わることがあります。 

 

 

③ 

① 

＜本機のＯＮ＞ 

➀ＰＯＷＥＲスイッチを１秒以上長押ししＯＮします。  

・映像選択、ボリュームの操作は設定番号4.4(p17参照)の設定状態に基づき動作します。 

＜プロジェクタ等外部接続機器のＯＦＦ＞ 

③ＤＩＳＰＬＡＹスイッチをＯＦＦ（ＬＥＤ点滅→消灯）します。 

・ＬＥＤの点滅中は、外部接続機器のクーリング状態を示します。クーリング中は外部接続機器を

ＯＮにすることはできません。 

＜プロジェクタ等外部接続機器のＯＮ＞ 

③ＤＩＳＰＬＡＹスイッチをＯＮします。 

・ＯＮ直後は、直ぐにＯＦＦできない時間があります。（ＯＦＦ禁止時間） 

 ＯＦＦ禁止時間中は、設定番号11.4（p20参照）の設定にて、ＤＩＳＰＬＡＹスイッチの 

ＬＥＤを点滅させることができます。 

＜本機のＯＦＦ（スタンバイ）＞ 

➀ＰＯＷＥＲスイッチを１秒以上長押ししスタンバイにします。 

・ＤＩＳＰＬＡＹスイッチがＯＮ中でも連動してＯＦＦできます。 

・ＤＩＳＰＬＡＹスイッチのＬＥＤが点滅中でもＯＦＦできます。このとき、ＬＥＤの点滅は 

ＰＯＷＥＲスイッチに移行しクーリングが終了するまで点滅しています。 

  ・ＬＥＤ点滅中は本機をＯＮすることはできません。 

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

ＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY
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３．操作方法 

３－５. スイッチ操作と連動する制御内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ リレー接点オープンのタイミング（クーリング開始直後/クーリング後）を設定により選択できます。 

設定番号3.3(p17参照) 

※２ ＤＩＳＰＬＡＹスイッチが点滅中ＰＯＷＥＲイッチを押すと点滅がＰＯＷＥＲスイッチに移行します。 

  

※３ 設定によりＯＦＦ禁止時間中もＬＥＤを点滅させることができます。設定番号11.4(p20参照) 

 

 ※４ 設定によりＤＩＳＰＬＡＹスイッチのＯＮ/ＯＦＦのタイミングでオプションスイッチ１，３/４，６ 

     連動することができます。設定番号3.1、3.2(p17参照) 

 

番号 操作スイッチ 
ＬＥＤ

状況 
本機状態 

POWER CONT. 

OUTPUT 
外部接続機器 

⑨ＯＰＴＩＯＮ

１～６ 

消灯 スタンバイ オープン        - 

点滅 

※2 

外部接続機器 

クーリング表示 

オープン 

/ショート 

※1    

クーリング中 ① ＰＯＷＥＲ 

点灯 パワーＯＮ  - 

消灯 
外部接続機器 

パワーＯＦＦ 
パワーＯＦＦ 

任意操作可 

点滅 

※３ 

外部接続機器 

クーリング表示 

/ＯＦＦ禁止時間

クーリング中 

/ＯＦＦ禁止時間 
③ ＤＩＳＰＬＡＹ 

点灯 
外部接続機器 

パワーＯＮ 
パワーＯＮ 

任意操作 

/連動動作 

※4 

消灯 選択なし - 

⑤ 
ＶＩＤＥＯ 

１～４ 
点灯 ビデオ映像選択 

ＶＩＤＥＯ 

入力に切替 

消灯 選択なし - 

⑥ 
ＰＣ 

１～４ 
点灯 ＰＣ映像選択 

ショート 

ＰＣ入力に切替 

任意操作可 

スイッチ操作連動動作表

③ 

① ⑤

⑥

⑨ 

本機表面 
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４．設定方法 

４－１．本機設定一覧 

 

（１）本機動作・操作に関する設定 

設定項目 設定番号 記載ページ カスタムソフト

キースイッチの使用 4.1 p17 × 

ＯＦＦスイッチ選択中の映像選択ＬＥＤ状態 4.3 p17 × 

本体スイッチ/ボリュームのロック 3.4 p17 × 

オプションスイッチ仕様 10.1～4、11.1～2 p20 × 

スタンバイ時のＰＯＷＥＲ ＬＥＤ状態 11.3 p20 × 

ＯＦＦ禁止時間中のＤＩＳＰＬＡＹスイッチＬＥＤ状態 11.4 p20 ○ 

外部接続機器ＯＮ後に映像選択/メインボリュームを有効 4.4 p17 ○ 

外部接続機器ＯＦＦ連動でＯＦＦスイッチ選択 7.3 p18 ○ 

 

（２）パワーＯＮ時の状態に関する設定 

設定内容 設定番号 記載ページ カスタムソフト

パワーＯＮ時の映像選択 4.2、5.1～4、6.1～4 p17～18 × 

パワーＯＮ時のＯＦＦスイッチ選択 7.2 p18 × 

パワーＯＮ時のメイン/ライン音量値設定 7.4、8.1、9.1 p18～19 × 

スタンバイモードの選択 1.2 p16 × 

パワーＯＮ/ＯＦＦ連動で外部接続機器のＯＮ/ＯＦＦ 1.3 p16 ○ 

 

（３）ＬＩＮＥ入力に関する設定 

設定内容 設定番号 記載ページ カスタムソフト

ＯＦＦスイッチ選択中のＬＩＮＥ音声ＯＦＦ 1.4 p16 × 

ＬＩＮＥ入力アッテネータ切替 7.1 p18 × 

 

（４）外部機器の制御に関する設定 

設定内容 設定番号 記載ページ カスタムソフト

外部接続機器制御の有無選択 1.1 p16 ○ 

電源コントローラのＯＦＦタイミング 3.3 p17 ○ 

外部接続機器ＯＮ/ＯＦＦでのオプションスイッチ連動 3.1、3.2 p17 ○ 

映像入力選択コマンド変更 2.1、2.2、 p16 ○ 

 

（５）スキャンコンバータ使用時の設定 

設定内容 設定番号 記載ページ カスタムソフト

アップコンバータ接続設定 2.3 p16 × 

ダウンコンバータ接続設定 2.4 p16 × 

 

－カスタムソフトの表記－ 

○・・・カスタムソフト搭載時のみ有効な設定 

×・・・カスタムソフトの有無問わず有効な設定 
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４．設定方法 

４－２．設定変更操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)ＤＩＳＰＬＡＹスイッチを押しながら、多目的ダイヤルを２秒以上押し込み、 

１／４以上時計回りに回転させます。 

 

                              ２秒以上                             １／４以上回転させる 

                              押しながら 

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

ＤＩＳＰＬＡＹ

 

 

 

 

 

 

 

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

ＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

(1)本機を１秒以上長押し

  しスタンバイにします。

＜本機のＯＦＦ（スタンバイ）＞ 

＜ＤＩＳＰＬＡＹスイッチと多目的ダイヤル操作＞
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４．設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グループ設定と設定有無スイッチの関係は、４－３項設定詳細（p16～20）をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜設定変更の操作＞

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

ＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

（4）ＰＯＷＥＲスイッチを

押す毎にＶＩＤＥＯスイッ

チＬＥＤの点灯位置が変わ

ります。 

（5）ＶＩＤＥＯ１～４のス

イッチの点灯箇所が、 

グループ設定となります。

（6）ＰＣ１～４のスイッチ

を押す毎で設定が変わりま

す。ＬＥＤの消灯/点灯で設

定の状態を区分します。 

＜変更内容の保存 → 設定モード終了＞ 

(7)ＤＩＳＰＬＡＹスイッチを２秒以上長押すると、

変更した内容が保存され、設定モードが終了します。

＜変更内容のキャンセル → 設定モード終了＞ 

(8)ＯＦＦスイッチを２秒以上長押しすると、 

変更した内容がキャンセルされ、以前の設定状態に

戻り、設定モードが終了します。 

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

ＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

＜設定モード表示＞

＜設定変更の保存/キャンセルと設定モードの終了＞

(9)設定モードが終了すると、スタンバイ状態に戻ります。 

 
（3）状態表示ディスプレイが下記になれば設定モードです。 

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

点灯箇所が外側を周回します。 
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４．設定方法 

４－３．設定詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 カスタムソフト未搭載時の工場出荷状態 

*2 カスタムソフト搭載時の工場出荷状態 

 

※ 設定番号に下線ある設定はカスタムソフト搭載機器のみ有効です。 

 

 

設定 

番号 

VIDEOｽｲｯﾁ位置 

(ｸﾞﾙｰﾌﾟ設定) 

PCｽｲｯﾁ位置 

（設定ｽｲｯﾁ） 
設定機能説明 設定状態 

1.1 
■□□□ 外部接続機器の制御有無の選択です。 (*1)■制御無効 

(*2)□制御有効 

1.2 
□■□□ 電源（AC100V）投入時の状態選択です。 (*)■スタンバイで起動 

□パワーＯＮで起動 

1.3 
□□■□ ＰＯＷＥＲスイッチＯＮ/ＯＦＦと連動して、 

外部接続機器をＯＮ/ＯＦＦします。 

(*)■ＯＮ連動しない 

□ＯＮ連動する  

1.4 

□□□□ 

 

 

□□□■ ＯＦＦスイッチ選択中のＬＩＮＥ音声を 

消音/拡声の選択です。 

(*)■ＬＩＮＥ音声は拡声する 

□ＬＩＮＥ音声は消音する 

2.1 

■□□□ ＲＧＢコマンドの選択です。 

外部接続機器により選択できない場合や名称が 

異なります。 

(*)■ＲＧＢ１ 

□ＲＧＢ２ 

2.2 

□■□□ ＶＩＤＥＯコマンドの選択です。 

外部接続機器により選択できない場合や名称が 

異なります。 

(*)■ＶＩＤＥＯ１ 

□ＶＩＤＥＯ２ 

2.3 

□□■□ アップコンバータ接続の有無選択です。 

アップコンバータのＰＣ入力は、ＰＣ４です。 

接続を有効にした場合、ＰＣ４の選択は 

できません。 

(*)■アップコンバータの接続無し 

□アップコンバータの接続有り 

2.4 

□□□■ 

□□□■ ダウンコンバータ接続の有無選択です。 

ダウンコンバータのＶＩＤＥＯ入力は 

ＶＩＤＥＯ4です。接続を有効にした場合、 

ＶＩＤＥＯ4の選択はできません。 

(*)■ダウンコンバータの接続無し 

□ダウンコンバータの接続有り 

＜スイッチの状態＞ 

■：点灯 □：消灯 

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

ＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

ＰＯＷＥＲスイッチを押す毎に 

ＶＩＤＥＯ１～４グループ設定を変更できます。 

1 2 3 4 

□□□□ 

1 2 3 4 

□□□□ (*)側の設定が工場出荷時の状態
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４．設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 設定番号に下線ある設定はカスタムソフト搭載機器のみ有効です。 

 

 

 

設定 

番号 

VIDEOｽｲｯﾁ位置 

(ｸﾞﾙｰﾌﾟ設定) 

PCｽｲｯﾁ位置 

（設定ｽｲｯﾁ） 
設定機能説明 設定状態 

3.1 

■□□□ 外部接続機器のＯＮ/ＯＦＦでオプション 

スイッチ３、１の連動選択です。 

接点ショート時間は５００ｍｓです。 

(*)■連動しない 

□連動する 

3.2 

□■□□ 外部接続機器のＯＮ/ＯＦＦでオプション 

スイッチ６、４の連動選択です。 

接点ショート時間は５００ｍｓです。 

(*)■連動しない 

□連動する 

3.3 
□□■□ 電源コントローラのＯＦＦタイミング 

設定です。 
(*)■クーリング終了後にＯＦＦ 

□クーリング開始直後にＯＦＦ 

3.4 

□□■□ 

□□□■ 本体スイッチ/ボリューム操作をロックする 

設定です。スタンバイ状態からの設定変更操作

は有効です。 

(*)■本体からの操作を許可 

□本体からの操作を禁止 

4.1 

■□□□ 

 

キースイッチの使用選択です。 

キースイッチを使用する場合、ＰＯＷＥＲ 

スイッチからのパワーＯＮ/スタンバイ操作は

できません。 

(*)■使用しない 

□使用する 

4.2 

□■□□ 

 

パワーＯＮ時の入力選択の指定です。 

ラストメモリー設定時は、設定番号5.1～4、 

6.1～4の設定が無視されます。 

(*)■ラストメモリー 

□指定映像 

設定番号5.1～4、6.1～4で 

指定映像を選択します。 

4.3 
□□■□ ＯＦＦスイッチ選択中の映像選択スイッチの 

ＬＥＤを消灯/点灯にする選択です。 

(*)■ＯＦＦ選択中は点灯 

□ＯＦＦ選択中は消灯 

4.4 

□□■■ 

 

 

□□□■ 外部接続機器をＯＮで映像選択とメイン 

ボリューム操作を有効にする設定です。 

パワーＯＮ時はライン音声ボリューム/オプシ

ョンスイッチの操作が有効です。 

(*)■パワーＯＮのみで選択操作有効

□外部機器接続ＯＮで映像選択 

とメインボリュームが操作有効

＜スイッチの状態＞ 

■：点灯 □：消灯 

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

ＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

ＰＯＷＥＲスイッチを押す毎に 

ＶＩＤＥＯ１～４グループ設定を変更できます。 

1 2 3 4 

□□□□ 

1 2 3 4 

□□□□ (*)側の設定が工場出荷時の状態
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４．設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 設定番号に下線ある設定はカスタムソフト搭載機器のみ有効です。 

設定 

番号 

VIDEOｽｲｯﾁ位置 

(ｸﾞﾙｰﾌﾟ設定) 

PCｽｲｯﾁ位置 

（設定ｽｲｯﾁ） 
設定機能説明 設定状態 

5.1 
■□□□ 設定番号4.2の設定が“指定映像”を選択して

いる場合パワーＯＮ時にＰＣ１を選択します。

■ＰＣ１を選択 

5.2 
□■□□ 設定番号4.2の設定が“指定映像”を選択して

いる場合パワーＯＮ時にＰＣ２を選択します。

■ＰＣ２を選択 

5.3 
□□■□ 設定番号4.2の設定が“指定映像”を選択して

いる場合パワーＯＮ時にＰＣ３を選択します。

■ＰＣ３を選択 

5.4 

□■□□ 

□□□■ 設定番号4.2の設定が“指定映像”を選択して

いる場合パワーＯＮ時にＰＣ４を選択します。
■ＰＣ４を選択 

6.1 

■□□□ 設定番号4.2の設定が“指定映像”を選択して

いる場合パワーＯＮ時にＶＩＤＥＯ１を選択し

ます。 

(*)■ＶＩＤＥＯ１を選択 

6.2 

□■□□ 設定番号4.2の設定が“指定映像”を選択して

いる場合パワーＯＮ時にＶＩＤＥＯ２を選択し

ます。 

■ＶＩＤＥＯ２を選択 

 

6.3 

□□■□ 設定番号4.2の設定が“指定映像”を選択して

いる場合パワーＯＮ時にＶＩＤＥＯ３を選択し

ます。 

■ＶＩＤＥＯ３を選択 

6.4 

□■□■ 

□□□■ 設定番号4.2の設定が“指定映像”を選択して

いる場合パワーＯＮ時にＶＩＤＥＯ４を選択し

ます。 

■ＶＩＤＥＯ４を選択 

7.1 
■□□□ 

 

ライン入力アッテネータ設定  

－１０／０ｄＢの選択です。 

(*)■  0ｄＢ 

□ -10ｄＢ 

7.2 

□■□□ パワーＯＮの連動でＯＦＦスイッチを選択 

する設定です。 

ＯＦＦスイッチ選択する設定時は、 

設定番号4.2の設定が無視されパワーＯＮ時 

にＯＦＦスイッチが選択されます。 

(*)■ＯＦＦスイッチを選択しない 

□ＯＦＦスイッチを選択する 

7.3 
□□■□ 外部接続機器のＯＦＦと連動し 

ＯＦＦスイッチが選択されます。 

(*)■ＯＦＦスイッチを選択しない 

□ＯＦＦスイッチを選択する 

7.4 

□■■□ 

□□□■ パワーオン時の音量値をラストメモリー状態に

するか、指定値にするかの選択です。 

ラストメモリー設定時は、設定番号8.1、9.1 

の設定が無視されラストメモリーになります。

(*)■ラストメモリー 

□規定値 

設定番号8.1、9.1で指定値を設定 

何
れ
か
１
つ
の
設
定
ス
イ
ッ
チ
が
選
択
さ
れ
ま
す
。 

＜スイッチの状態＞ 

■：点灯 □：消灯 

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

ＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

ＰＯＷＥＲスイッチを押す毎に 

ＶＩＤＥＯ１～４グループ設定を変更できます。 

1 2 3 4 

□□□□ 

1 2 3 4 

□□□□ (*)側の設定が工場出荷時の状態
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ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

ＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

４．設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜メイン/ライン音量 設定番号8.1、9.1の指定音量の設定操作＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

番号 

VIDEOｽｲｯﾁ位置 

(ｸﾞﾙｰﾌﾟ設定) 

PCｽｲｯﾁ位置 

（設定ｽｲｯﾁ） 
設定機能説明 設定状態 

8.1 

□■■■ 

 

 

ﾎﾞﾘｭｰﾑ操作 

で設定 
パワーオン時のメイン音量値の設定です。 

設定番号7.4が“規定値“選択している 

場合に設定したボリューム値にて起動します。

ボリュームレベル 

０～ＦＦで設定  （*）00 

9.1 

■□□□ ﾎﾞﾘｭｰﾑ操作 

で設定 
パワーオン時のライン音量値の設定です。 

設定番号7.4が“規定値“を選択している場合 

に設定したボリューム値にて起動します。 

ボリュームレベル 

０～ＦＦで設定  （*）00 

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

ボリューム最大表示ボリューム最小表示 ボリュームレベル表示

～ ～ 

(1)グループ設定を設定番号8.1（メイン音量）、9.1（ライン音量）の状態に合わせます。 

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

小 大

 

（2）多目的ダイヤルを左右に回しパワーＯＮ時の音量値を決めます。 

多目的ダイヤルを 

左右に回し調整します。

 

＜スイッチの状態＞ 

■：点灯 □：消灯 

ＰＯＷＥＲスイッチを押す毎に 

ＶＩＤＥＯ１～４グループ設定を変更できます。 

1 2 3 4 

□□□□ 

(*)側の設定が工場出荷時の状態
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４．機器設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 設定番号に下線ある設定はカスタムソフト搭載機器のみ有効です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定 

番号 

VIDEOｽｲｯﾁ位置 

(ｸﾞﾙｰﾌﾟ設定) 

PCｽｲｯﾁ位置 

（設定ｽｲｯﾁ） 
設定機能説明 設定状態 

10.1 
■□□□ 

 

オプションスイッチ１の動作仕様です。 

モーメンタリー/オルタネートの選択 

(*)■モーメンタリー 

□オルタネート 

10.2 
□■□□ 

 

オプションスイッチ２の動作仕様です 

モーメンタリー/オルタネートの選択 

(*)■モーメンタリー 

□オルタネート 

10.3 
□□■□ オプションスイッチ３の動作仕様です。 

モーメンタリー/オルタネートの選択 

(*)■モーメンタリー 

□オルタネート 

10.4 

■□□■ 

 

 

□□□■ オプションスイッチ４の動作仕様です。 

モーメンタリー/オルタネートの選択 

(*)■モーメンタリー 

□オルタネート 

11.1 

 

■□□□ 

 

オプションスイッチ５の動作仕様です。 

モーメンタリー/オルタネートの選択 

(*)■モーメンタリー 

□オルタネート 

11.2 

 

□■□□ 

 

オプションスイッチ６の動作仕様です。 

モーメンタリー/オルタネートの選択 

(*)■モーメンタリー 

□オルタネート 

11.3 

 

□□■□ スタンバイ時のＰＯＷＥＲ ＬＥＤを 

赤点灯/消灯の選択 

(*)■赤点灯 

□消灯 

11.4 

 

■□■□ 

 

□□□■ ＯＦＦ禁止時間中にＤＩＳＰＬＡＹスイッチの

ＬＥＤを点灯/点滅の選択 

(*)■点灯 

□点滅 

＜スイッチの状態＞ 

■：点灯 □：消灯 

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

ＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

ＰＯＷＥＲスイッチを押す毎に 

ＶＩＤＥＯ１～４グループ設定を変更できます。 

1 2 3 4 

□□□□ 

1 2 3 4 

□□□□ (*)側の設定が工場出荷時の状態
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４．設定方法 

 

 ４－４．本体スイッチ/ボリュームのロック一時解除 

  

 本体スイッチ/ボリュームのロック中でパワーＯＮ状態の時、本体操作よりロックを一時解除し、 

設定を変更する場合の操作です。 

 

  ＜本体ロックを一時解除する。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

ＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

PC1スイッチ 

＋ 

２秒以上同時に長押しします。

本機のロックが一時的に解除されます。ＰＯＷＥＲスイッチにて本機をスタンバイにします。 

本機がスタンバイになると再び本機にロックがかかりますが、設定の変更操作はできます。 

設定変更操作は、４－２項設定変更操作方法（p14～15）をご覧下さい。 

ロックを解除して終了した場合 

ロックが解除され、本体操作が 

できるようになります。 

ロックを保持して終了した場合 

設定終了後、スタンバイ状態で再び 

ロックします。 

 VIDEO1スイッチ



 

 - 22 -

φ3.5ミニステレオケーブル

画像ケーブル

５．ケーブルの接続 
 

５－１．ＰＣ/音声入力ケーブルの接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２．ビデオ映像/音声/ライン入力のケーブルの接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコン 

本機背面

ワイヤレスマイクチューナー等 

ビデオ・ＤＶＤ等 

音声ケーブル 

音声ケーブル

（ラインレベル出力）

映像ケーブル 

１ ２ ３ ４

ＶＩＤＥＯ ＩＮＰＵＴ

ＳＯＵＮＤ ＩＮＰＵＴ

ＶＩＤＥＯ

ＯＵＴＰＵＴ

ＤＯＷＮＬＯＡＤ

梅沢技研株式会社

ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ

Ｌ

Ｒ

ＭＯＮＯ
Ｌ

Ｒ

Ｌ

Ｒ

ＭＯＮＯ

ＳＯＵＮＤ
ＬＩＮＥ
ＩＮＰＵＴ

本機背面

ＰＯＷＥＲ

｜

○

ON

OFF

FUSE 0.5A SLOW

AV100V 50/60Hz

ＢＶｓ

Ｇ

Ｒ

１ ２ ３ ４

ＰＣ ＳＯＵＮＤ ＩＮＰＵＴ

１

２

３

４

Ｈｓ
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５．ケーブルの接続  

５－３．ＰＣ出力/ビデオ映像出力/音声出力/RS-232C出力ケーブルの接続 

 

 

 

                                     

  

 

 

 

 

 

 

 

＜CONTROL OUTPUT⇔外部接続機器（DTEピン）間 RS-232Cケーブル結線例＞ 

・RS-232Cピン配列がパソコンと同じ機器（DTEピン配列）を接続する場合の結線例です。 

 

          D-SUB9 メス（ケーブル側）      D-SUB9 DTEピン配列機器 

 

 

 

 

 

 

 

注意：接続ケーブルは、外部接続機器の仕様をご確認下さい。 

注意：ＩＳＷ－３８５１のＲＴＳ/ＣＴＳは、内部でショートしています。 

注意：カスタムソフトを搭載した製品のみ制御できます。制御できる内容は、３－５項スイッチ操作と 

連動する制御内容（p12）をご覧下さい。 

 

 

ピン

番号 
信号名 

１ 未使用 

２ ＲｘＤ 

３ ＴｘＤ 

４ 未使用 

５ ＧＮＤ 

６ 未使用 

７ ＲＴＳ 

８ ＣＴＳ 

９ 未使用 

ピン

番号
信号名 

１ 未使用 

２ ＲｘＤ 

３ ＴｘＤ 

４ 未使用 

５ ＧＮＤ 

６ 未使用 

７ ＲＴＳ 

８ ＣＴＳ 

９ 未使用 

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲＲＧＢ　ＳＹＳＴＥＭ　ＳＷＩＴＣＨＥＲ

ＩＳＷ－３８５１

１ ４

ＯＰＴＩＯＮ

２ ５

３ ６

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

ＶＯＬＵＭＥ
ＣＯＮＴＲＯＬＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

ＩＳＷ－３８５１ 

CONTROL OUTPUT 

D-SUB9  ：オス 

嵌合ネジ：インチ 

大型ディスプレイ等

大型ディスプレイ等

本機背面 

プロジェクター

液晶モニター

パワーアンプ等

画像ケーブル

ＲＧＢケーブル

RS-232Cケーブル

ビデオケーブル

音声ケーブル 

※PC OUTPUT1/2は、２分配出力です。 

ＰＯＷＥＲ

｜

○

ON

OFF

FUSE 0.5A SLOW

AV100V 50/60Hz

ＢＶｓ

Ｇ

Ｒ

１ ２ ３ ４

ＰＣ ＳＯＵＮＤ ＩＮＰＵＴ

ＲＥＭＯＴＥ ＵＮＩＴ ＣＯＮＴＲＯＬ ＯＵＴＰＵＴ ＣＯＮＴＲＯＬ ＩＮＰＵＴ

１ ２ ３ ４

ＶＩＤＥＯ ＩＮＰＵＴ

ＳＯＵＮＤ ＩＮＰＵＴ

ＶＩＤＥＯ

ＯＵＴＰＵＴ

ＤＯＷＮＬＯＡＤ

梅沢技研株式会社

RGB SYSTEM SWITCHER
ＩＳＷ－３８５１
AC100V 50/60Hz 15W
ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ

１

２

３

４

Ｈｓ

Ｌ

Ｒ

ＭＯＮＯ
Ｌ

Ｒ

Ｌ

Ｒ

ＭＯＮＯ

S/N

ＰＣ
ＯＵＴＰＵＴ １

ＰＣ
ＯＵＴＰＵＴ ２
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５．ケーブルの接続  

５－４．RS-232Cで本機を制御する時の接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜CONTROL INPUT⇔パソコン間 RS-232Cケーブル結線例＞ 

・RS-232Cピン配列がパソコンと同じ機器（DTEピン配列）を接続する場合の結線例です。 

 

 

 D-SUB9 メス（ケーブル側）      D-SUB9 メス（ケーブル側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：接続ケーブルは、機器の仕様をご確認下さい。 

注意：ＩＳＷ－３８５１のＲＴＳ/ＣＴＳは内部でショートしています。 

制御方法は、１０項ＲＳ－２３２Ｃコマンド表(p35)をご覧下さい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＲＳ－２３２Ｃによるリモート制御選択は、後から操作又は制御した操作が優先されます。 

RS-232Cケーブル 

パソコン ―――――――――――― システム制御器 ――――――――――― 

ＲＣ－７８００Ｎ            ＡＭＸ等 

ＲＥＭＯＴＥ ＵＮＩＴ ＣＯＮＴＲＯＬ ＯＵＴＰＵＴ ＣＯＮＴＲＯＬ ＩＮＰＵＴ

１ ２ ３ ４

ＶＩＤＥＯ ＩＮＰＵＴＶＩＤＥＯ

ＯＵＴＰＵＴ

ＳＯＵＮＤ
ＬＩＮＥ
ＩＮＰＵＴ

ＣＯＮＴＲＯＬ ＵＮＩＴ

ＲＣ－７８００Ｎ

OUTPUT

INPUT

STATUS

LINK/ACT

TX RX

2

RS - 232 / 422 / 485
RX

1

TX TXRX

3
2

RELAYS

1 43

IR / SERIAL

1 2 3 4 2 31

I / O

4

本機背面 

ピン

番号 
信号名 

１ 未使用 

２ ＲｘＤ 

３ ＴｘＤ 

４ 未使用 

５ ＧＮＤ 

６ 未使用 

７ ＲＴＳ 

８ ＣＴＳ 

９ 未使用 

ピン

番号
信号名 

１ 未使用 

２ ＲｘＤ 

３ ＴｘＤ 

４ 未使用 

５ ＧＮＤ 

６ 未使用 

７ ＲＴＳ 

８ ＣＴＳ 

９ 未使用 

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲＲＧＢ　ＳＹＳＴＥＭ　ＳＷＩＴＣＨＥＲ

ＩＳＷ－３８５１

１ ４

ＯＰＴＩＯＮ

２ ５

３ ６

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

ＶＯＬＵＭＥ
ＣＯＮＴＲＯＬＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

ＩＳＷ－３８５１ 

CONTROL  INPUT 

D-SUB9  ：オス 

嵌合ネジ：インチ 

パソコン 

対応COMポート 

D-SUB9 ：オス 

嵌合ネジ：インチ
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５．ケーブルの接続  
 

５－５．専用リモートユニット（ＲＣ－３８５１）/特型操作器（ＣＢ－３８５１）の接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・専用リモートユニットを接続した場合、基本的に後から操作した内容が優先されます。 

・専用リモートユニットの接続時は必ず本体の電源を一旦ＯＦＦにし接続下さい。 

（正常動作ができなくなる場合があります。） 

 

 

＜REMOTE UNIT ⇔ ＲＣ－３８５１/ＣＢ－３８５１内蔵特型操作器間ケーブル結線＞ 

 

            D-SUB9 オス（ケーブル側）     D-SUB9 オス（ケーブル側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本機背面 

ＣＢ－３８５１内蔵特型操作器例 ＣＢ－３８５１ ＲＣ－３８５１ 

制御ケーブル 
ＲＥＭＯＴＥ ＵＮＩＴ ＣＯＮＴＲＯＬ ＯＵＴＰＵＴ ＣＯＮＴＲＯＬ ＩＮＰＵＴ

１ ２ ３ ４

ＶＩＤＥＯ ＩＮＰＵＴＶＩＤＥＯ

ＯＵＴＰＵＴ

ＳＯＵＮＤ
ＬＩＮＥ
ＩＮＰＵＴ

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

１ ４

ＯＰＴＩＯＮ

２ ５

３ ６

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

ＶＯＬＵＭＥ
ＣＯＮＴＲＯＬＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

ＲＥＭＯＴＥ　ＵＮＩＴ

ＲＣ－３８５１
下降停止上昇

小 大 小 大

ＰＣ１ ＰＣ２
外部
ＰＣ

ＰＣ
予備 ＶＴＲ ＤＶＤ

ビデオ
予備

マイク音量 ＡＶ音量

映像選択

スクリーン 照 明システム電源

プロジェクタ電源

映像
消去

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ

外部
ビデオ

ピン

番号 
信号名 

１ ＤＣ+5Ｖ 

２ ＧＮＤ 

３ ＧＮＤ 

４ ＲＥＳＥＲＶＤ

５ Ｎ．Ｃ 

６ ＣＬＫ 

７ ＫＤＡＴ 

８ ＬＤＡＴ 

９ ＵＰＤＡＴＥ 

  

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲＲＧＢ　ＳＹＳＴＥＭ　ＳＷＩＴＣＨＥＲ

ＩＳＷ－３８５１

１ ４

ＯＰＴＩＯＮ

２ ５

３ ６

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

ＶＯＬＵＭＥ
ＣＯＮＴＲＯＬＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

ＩＳＷ－３８５１ 

REMOTE UNIT 

D-SUB9  ：メス 

嵌合ネジ：M2.6  

ＲＣ－３８５１

D-SUB9 ：メス

嵌合ネジ：M2.6

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲ

１ ４

ＯＰＴＩＯＮ

２ ５

３ ６

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

ＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

ＲＥＭＯＴＥ　ＵＮＩＴ

ＲＣ－３８５１

ピン

番号
信号名 

１ ＤＣ+5Ｖ 

２ ＧＮＤ 

３ ＧＮＤ 

４ ＲＥＳＥＲＶＤ 

５ Ｎ．Ｃ 

６ ＣＬＫ 

７ ＫＤＡＴ 

８ ＬＤＡＴ 

９ ＵＰＤＡＴＥ 
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５．ケーブルの接続  

５－６．電源コントローラの接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－７．オプションスイッチ/キースイッチの接続 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電動スクリーン 電動カーテン 

キースイッチ 

制御ケーブル

本機背面 

オプションボックス

ＯＰＢ－３８０１ 

ＲＥＭＯＴＥ ＵＮＩＴ

ＶＩＤＥＯ

ＯＵＴＰＵＴ

ＳＯＵＮＤ
ＬＩＮＥ
ＩＮＰＵＴ

ＤＯＷＮＬＯＡＤ

ＰＯＷＥＲ
ＣＯＮＴ．
ＯＵＴＰＵＴ

ＯＰＴＩＯＮ ＳＷ．
ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ
ＯＰＴＩＯＮ ＳＷ．
ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ

PROGURAM NAME
DATA
VERSION

梅沢技研株式会社

RGB SYSTEM SWITCHER
ＩＳＷ－３８５１
AC100V 50/60Hz 15W
ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ

Ｌ

Ｒ

ＭＯＮＯ
Ｌ

Ｒ

S/N

ＲＥＭＯＴＥ ＵＮＩＴ

ＶＩＤＥＯ

ＯＵＴＰＵＴ

ＳＯＵＮＤ
ＬＩＮＥ
ＩＮＰＵＴ

ＤＯＷＮＬＯＡＤ

ＰＯＷＥＲ
ＣＯＮＴ．
ＯＵＴＰＵＴ

ＯＰＴＩＯＮ ＳＷ．
ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ
ＯＰＴＩＯＮ ＳＷ．
ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ

PROGURAM NAME
DATA
VERSION

梅沢技研株式会社

RGB SYSTEM SWITCHER
ＩＳＷ－３８５１
AC100V 50/60Hz 15W
ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ

Ｌ

Ｒ

ＭＯＮＯ
Ｌ

Ｒ

S/N

本機背面 

電源コントローラ 

電源制御ケーブル 

ＲＭ－２Ｙ２Ｙ－ＸＸｍ 

・Ｍ３ネジ端子台を使用しています。 

・電源コントローラ接続時は、本機の電源を常時供給している 

系統に接続します。 

・キースイッチ利用時は、キースイッチ入力を有効にする設定が必要です。設定番号4.1（p17参照）

 

・オプションスイッチの操作詳細は、３－３項オプションスイッチ操作（p10）をご覧下さい。 
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ＯＮ

ＯＦＦ

５．ケーブルの接続  
 

 ＜OPB-3801/キースイッチ ⇔ ISW-3851 OPTION SW CONNECTOR ケーブル結線＞ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  キースイッチ等 

           

 

 

 

 

 

 

＜キースイッチ等動作＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピン

番号
信号名 

1 OPTION1出力

9 OPTION2出力

2 OPTION3出力

10 OPTION4出力

3 OPTION5出力

11 OPTION6出力

4 入力１ 

12 入力２ 

5 入力３ 

13 入力４ 

6 入力５ 

14 ｷｰｽｲｯﾁ入力 

7 ＰＵ／ＰＤ 

15 ＋５Ｖ 

8 ＧＮＤ 

ピン

番号
信号名 

1 OPTION1出力 

9 OPTION2出力 

2 OPTION3出力 

10 OPTION4出力 

3 OPTION5出力 

11 OPTION6出力 

4 入力１ 

12 入力２ 

5 入力３ 

13 入力４ 

6 入力５ 

14 ｷｰｽｲｯﾁ入力 

7 ＰＵ／ＰＤ 

15 ＋５Ｖ 

8 ＧＮＤ 

メイク（Ｎ．Ｏ） 

コモン（ＣＯＭ） 

スイッチ状態 本機状態 

オープン スタンバイ 

ショート パワーオン 

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲＲＧＢ　ＳＹＳＴＥＭ　ＳＷＩＴＣＨＥＲ

ＩＳＷ－３８５１

１ ４

ＯＰＴＩＯＮ

２ ５

３ ６

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

ＶＯＬＵＭＥ
ＣＯＮＴＲＯＬＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

１ ４

ＯＰＴＩＯＮ

２ ５

３ ６

ＩＳＷ－３８５１

D-SUB15 ：オス

嵌合ネジ ：M2.6

 

ＯＰＢ－３８０１ 

D-SUB15 ：オス 

嵌合ネジ ：M2.6 

オープン 

（ＯＦＦ） 

ショート

（ＯＮ）

メイク（Ｎ．Ｏ）

コモン（ＣＯＭ）

D-SUB15 メス(ケーブル側) D-SUB15 メス(ケーブル側) 

※キースイッチ使用時は、 

OPTION SW CONNECTORの７番、１５番

ピンをショートしてください。 
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６．コネクタ仕様 
 
６－１．ＰＣ映像入出力部 
 

 

 

 

 

 

 

   入出力共通 

コネクタ：シュリンクＤサブ１５ピン メス 

    嵌合台 ：インチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－２．リモートユニット「ＲＣ－３８５１」、接点入力変換器「ＣＢ－３８５１」専用 
           (ＲＥＭＯＴＥ ＵＮＩＴ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピン番号 入力部 出力部 

１ 赤信号 赤信号 

２ 緑信号 緑信号 

３ 青信号 青信号 

４ Ｎ．Ｃ Ｎ．Ｃ 

５ 接地 接地 

６ 赤 接地 赤 接地 

７ 緑 接地 緑 接地 

８ 青 接地 青 接地 

９ Ｎ．Ｃ Ｎ．Ｃ 

１０ 同期信号 接地 同期信号 接地 

１１ Ｎ．Ｃ Ｎ．Ｃ 

１２ Ｎ．Ｃ Ｎ．Ｃ 

１３ 水平同期信号 水平同期信号 

１４ 垂直同期信号 垂直同期信号 

１５ Ｎ．Ｃ Ｎ．Ｃ 

ピン番号 信号 動作 

１ 電源 
ＤＣ＋５Ｖ  

２００ｍＡ出力 

２ ＧＮＤ 信号グランド 

３ ＧＮＤ 信号グランド 

４ ＲＥＳＥＲＶＥＤ 将来対応 

５ Ｎ．Ｃ Ｎ．Ｃ 

６ ＣＬＫ クロック信号出力

７ ＫＤＡＴ キーデーター出力

８ ＬＤＡＴ ＬＥＤデータ出力

９ ＵＰＤＡＴＥ 制御信号出力 

10

1115

5 4 3 2 1

6789

14 13 12

12345

9 7 68

 

コネクタ：Ｄサブ９ピン メス 

嵌合台 ：Ｍ２．６  
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６．コネクタ仕様 

６-３.外部接続機器用ＲＳ－２３２Ｃコネクタ 

（ＣＯＮＴＲＯＬ ＯＵＴＰＵＴ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コネクタ：Ｄサブ９ピン オス 

  嵌合台 ：インチ 

 

 

 

 

 

 

注意：本機のＲＴＳ/ＣＴＳは内部でショートしています。 

    

 

６－４．ＲＳ－２３２Ｃ制御入力コネクタ 

(ＣＯＮＴＲＯＬ ＩＮＰＵＴ） 

 

   コネクタ仕様 

ピン番号 信号 動作 

１ 接続なし  

２ ＲｘＤ ＲＳ－２３２Ｃ 受信入力 

３ ＴｘＤ ＲＳ－２３２Ｃ 送信出力 

４ 接続なし  

５ ＧＮＤ 信号グランド 

６ 接続なし  

７ ＲＴＳ ＲＳ－２３２Ｃ ＲＴＳ出力

８ ＣＴＳ ＲＳ－２３２Ｃ ＣＴＳ入力

９ 接続なし  

 

 

 

 注意：ＲＴＳ/ＣＴＳは内部でショートしています。 

 

 

 

 

ピン番号 信号 動作 

１ 接続なし  

２ ＲｘＤ ＲＳ－２３２Ｃ 受信入力 

３ ＴｘＤ ＲＳ－２３２Ｃ 送信出力 

４ 接続なし  

５ ＧＮＤ 信号グランド 

６ 接続なし  

７ ＲＴＳ ＲＳ－２３２Ｃ ＲＴＳ出力

８ ＣＴＳ ＲＳ－２３２Ｃ ＣＴＳ入力

９ 接続なし  

1 2 3 4 5

9876

 

＜正面部＞ 

2 3 4 5

986

1

7

 
 

コネクタ：Ｄサブ９ピン オス 

 

嵌合台 ：インチ 
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12 139

8763 4

1510

21 5

1411

６．コネクタ仕様 

６－５．電源コントローラ端子台 

（ＰＯＷＥＲ ＣＯＮＴ．ＯＵＴＰＵＴ） 

 

＜正面図＞           

                

 

                         

                         

 

 

 

 

 

                                                    注意：ＡＣ１００Ｖは絶対に接続しないこと。  

 

６－６．オプションスイッチ/キースイッチ入力コネクタ 
      （ＯＰＴＩＯＮ ＳＷ．ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ） 

 

 

＜正面部＞ 

 

 

 

 

 

 

 

    コネクタ：Ｄサブ１５ピン オス 

    嵌合台 ：Ｍ２.６ｍｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピン番号 信号 動作 

１ 
スイッチ１  

出力 

ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力 

最大50mA DC24Vまで 

９ 
スイッチ２ 

出力 

ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力 

最大50mA DC24Vまで 

２ 
スイッチ３ 

出力 

ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力 

最大50mA DC24Vまで 

１０ 
スイッチ４ 

出力 

ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力 

最大50mA DC24Vまで 

３ 
スイッチ５ 

出力 

ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力 

最大50mA DC24Vまで 

１１ 
スイッチ６ 

出力 

ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力 

最大50mA DC24Vまで 

４ 入力１ リザーブ 将来対応用 

１２ 入力２ リザーブ 将来対応用 

５ 入力３ リザーブ 将来対応用 

１３ 入力４ リザーブ 将来対応用 

６ 入力５ リザーブ 将来対応用 

１４ 入力６ ｷｰｽｲｯﾁ入力 ﾒｲｸ 

７ ＰＵ／ＰＤ リザーブ 将来対応用 

１５ ＋５Ｖ 
OPB-3801用電源 

400mA最大 

８ ＧＮＤ ＧＮＤ/ｷｰｽｲｯﾁ入力 ｺﾓﾝ 

電源コントローラ接点 

入力端子へ 

パワーＭＯＳＦＥＴ方式 フォトカプラ式メイク出力 

（ノーマルオープン） 

 

定格 ：最大５０ｍＡ  

ＡＣ／ＤＣ ５～２４Ｖまで制御可能 

 

コネクタ：ネジ止め端子台  

（本機のシャーシＧＮＤとは絶縁されています）

オプションボックス（外付け）ＯＰＢ－３８０１を使用する場合は、取説を参照ください。 

アプリケーションは次の通りです。 

 

（1）㈱ケイ アイ シー 、㈱オーエス、㈱キクチ科学研究所、㈱共栄商事の電動スクリーン制御 

（2）トーソー㈱の電動カーテン制御 

注意：メイン電源を切ると、全てのスイッチ 

出力はオープンになります。 
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７．オプション 

 
・オプションケーブル詳細等は、別途オプションケーブル仕様書参照してください。 
 
７－１．インターフェイスケーブル／変換ケーブル／その他 

 

項 品 名 型 式 規 格 

１ ＶＧＡケーブル ＵＭＣ－ＶＧＡ 
シュリンクＤ１５ピン 

２ｍ １本 

2 ＢＮＣ用変換ケーブル ５ＭＳ－１.５Ｃ－Ｓ１５－２ｍ 
ＢＮＣ 

２ｍ １本 

 

 

７－２．入出力画像信号ケーブル 

 

項 品 名 型 名 規 格 

１ 
画像信号ケーブル 

オスオスタイプ 
ＵＭＣ－Ｓ１５Ｓ１５－ＸＸｍ－ＭＭ 

シュリンクＤ１５Ｐ  

ＭＭ＝オスオス 

ＸＸｍ＝長さ ５ｍ単位 

２ 
画像信号ケーブル 

オスメスタイプ 
ＵＭＣ－Ｓ１５Ｓ１５－ＸＸｍ－ＭＦ 

シュリンクＤ１５Ｐ  

ＭＦ＝オスメス 

ＸＸｍ＝長さ ５ｍ単位 

 

 

７－３．リモートユニットケーブル (ＩＳＷ－３８５１／ＲＣ－３８５１、ＣＢ－３８５１） 

     動作保証距離：最長５０ｍ 

項 品 名 型 名 規 格 

ＲＭ－ISW－０９－２ｍ Ｄサブ９ピン ２ｍ 

ＲＭ－ISW－０９－５ｍ Ｄサブ９ピン ５ｍ １ 
リモートユニット 

ケーブル 
ＲＭ－ISW－０９－１０ｍ Ｄサブ９ピン １０ｍ 

 

 

７－４．ＲＳ－２３２Ｃコントロールケーブル（ＩＳＷ－３８５１／パソコン／外部接続機器等） 

    動作保証距離：最長２０ｍ 

項 品 名 型 名 規 格 

ＲＭ－０９０９－２ｍ Ｄサブ９ピン  ２ｍ 

ＲＭ－０９０９－５ｍ Ｄサブ９ピン  ５ｍ １ 
ＲＳ－２３２Ｃ 

コントロールケーブル 
ＲＭ－０９０９－１０ｍ Ｄサブ９ピン  １０ｍ 

 

 

７－５．電源コントローラケーブル（ＩＳＷ－３８５１／電源コントローラ） 

 
項 品 名 型 名 規 格 

ＲＭ－２Ｙ２Ｙ－２ｍ 丸型端子 ２ｍ 
１ 

電源コントロール 

ケーブル ＲＭ－２Ｙ２Ｙ－５ｍ 丸型端子 ５ｍ 
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ビデオ入力

Ｌ Ｒ音声

映像映像

ＰＣ入力

音声

ＶＩＤＥＯ

１ ２ ３ ４ＰＯＷＥＲＲＧＢ　ＳＹＳＴＥＭ　ＳＷＩＴＣＨＥＲ

ＩＳＷ－３８５１

１ ４

ＯＰＴＩＯＮ

２ ５

３ ６

ＭＡＩＮ

ＬＩＮＥ

PUSH

ＶＯＬＵＭＥ
ＣＯＮＴＲＯＬＰＣ

１ ２ ３ ４ＯＦＦＤＩＳＰＬＡＹ

GREEN: O N
R E D:STBY

482

8
6

2
0
0

ビデオ入力

Ｌ Ｒ音声

映像映像

ＰＣ入力

音声

8
6

122

７．オプション 

 

７－６．外部制御用ＲＳ－２３２Ｃコントロールケーブル 

       受注生産品 

       使用機種に合わせたケーブルを製作します。 

 

７－７．専用リモートユニット ＲＣ－３８５１ 

      詳細仕様は、別冊「ＲＣ－３８５１」仕様書を参照してください。 

 

７－８．接点入力変換器 ＣＢ－３８５１ 

      詳細仕様は、別冊「ＣＢ－３８５１」仕様書を参照してください。 

 

７－９．オプションボックス ＯＰＢ－３８０１ 

      電動スクリーンの昇降と電動カーテンの開閉など。  

      （ご使用の際は、当社までお問い合わせください。） 

 

７－１０．ラックマウント金具 ＯＰＫ－３８０１ 

                       外観図 

       材料：ｔ２．０ ＳＰＣＣ 

       塗装：ライトグレイ色 ＳＧ－２０３９ 

     １個 

     左側金具は、製品添付品を使用します。 

     スイッチャへのケーブル付。 

  

 

     （機器実装図） 
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８．仕様 

 

●ＰＣ映像入力         ０.７Ｖp-p／７５Ω標準  最大１.５Ｖp-p／７５Ω      ４系統 

●Ｈｓ，Ｖｓ同期入力      ＴＴＬレベル（正負両極性）コンポジット同期入力可能 

●Ｈｓ，Ｖｓ同期周波数特性   Ｈｓ：ＤＣ～２００ｋＨｚ 正負両極性 ＴＴＬ 

                Ｖｓ：ＤＣ～２５０Ｈｚ 正負両極性 ＴＴＬ 

●Ｄ端子映像信号入力      Ｄ１～Ｄ４自動選択 *1(p34) 

●ＰＣ映像出力         ０.７Ｖp-p／７５Ω標準 

●Ｈｓ，Ｖｓ同期出力      ＴＴＬレベル（正負両極性） 

●ＲＧＢ周波数特性       ＤＣ～２００ＭＨｚ －３ｄＢ ＋０ｄＢ   ０.７Ｖp-p／７５Ω標準 

●コンポジットビデオ入力    １Ｖp-p／７５Ω標準  最大２Ｖp-p／７５Ω           ４系統 

●コンポジットビデオ出力    １Ｖp-p／７５Ω                    出力１系統 

●コンポジット周波数特性    ＤＣ～１００ＭＨｚ －３ｄＢ ＋０ｄＢ 

●音声入力           －１０ｄＢｓ／４７ｋΩ 許容最大入力：＋１０ｄＢｓ 

                ＰＣ：４系統、ＶＩＤＥＯ：４系統 

●ライン音声入力        －３０ｄＢs／４７ｋΩ 許容最大入力：－１０ｄＢｓ     １系統 

●ライン入力アッテネータ    －１０ｄＢ／０ｄＢ   設定可能 

●音声出力           －１０ｄＢｓ 最大＋１０ｄＢ／４７ｋΩ（ボリューム最大時） 出力１系統 

●音声周波数特性        ２０Ｈｚ～５０ｋＨｚ －３ｄＢ 

●歪率             ０.０２％   ０ｄＢｓ １ｋＨｚ入力時 

●Ｓ／Ｎ比           ８０ｄＢ以上 ０ｄＢｓ １ｋＨｚ入力時 

●チャンネル間クロストーク   ８０ｄＢ以上 ０ｄＢｓ １ｋＨｚ入力時 

●ボリューム（多目的ダイヤル） メイン／ラインはダイヤルを押すごとに切替。 

２秒以上の長押しでライン音声のＢＡＳＳ／ＴＲＥＢＬＥの調整 ±１０ｄＢ 

●切替スイッチ         照光式モーメンタリースイッチ 

●リモートユニット制御      Ｄサブ９ピンコネクタ（メス）Ｍ２.６ｍｍ嵌合台 

（ＲＥＭＯＴＥ ＵＮＩＴ）    オプション リモートユニット「ＲＣ－３８５１」、｢ＣＢ－３８５１｣専用 

●リモート制御            Ｄサブ９ピンコネクタ（オス）インチ嵌合台 

（ＣＯＮＴＲＯＬ ＩＮＰＵＴ）  ＲＳ－２３２Ｃ制御 本機制御用 

●プロジェクタまたは       Ｄサブ９ピンコネクタ（オス）インチ嵌合台 

 外部機器コントロール部     外部機器をＲＳ－２３２Ｃで制御します。（カスタムソフト必要） 

（ＣＯＮＴＲＯＬ ＯＵＴＰＵＴ） 

●オプション           Ｄサブ１５ピンコネクタ（オス）接点制御の外部機器制御用 ６接点出力 

（ＯＰＴＩＯＮ ＳＷ．ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ） キースイッチ入力 

●電源コントローラ       端子台 ２ピン 電源コントローラ制御用接点出力 

●電源             ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ 日本国内専用 

                電圧範囲   ＡＣ９０Ｖ～ＡＣ１１０Ｖ  

●消費電力           最大１５Ｗ（１８．７ＶＡ）／ＡＣ１００Ｖ 

●使用環境           周囲温度 ０℃～４０℃ 
                周囲湿度 ２５％～８５％ 結露しないこと。 

 

            ・風通しの良い所に設置してください。 

            ・暖房機器の熱が直接当たらない所に設置してください。 

・ 熱、水、湯気、油、油煙がかかる所や換気扇の近くには設置しないでください。 

●質量             ３.１ｋｇ（単体時）±０.２ｋｇ 

●外形寸法           単体時：３３０（Ｗ）×２００（Ｄ）×８６（Ｈ）ｍｍ 

                ラックマウント時：４８２（Ｗ）×２００（Ｄ）×８６（Ｈ）ｍｍ 

●塗装色            ライトグレイ色 半艶消し焼付塗装 

製品の定格及びデザインは、改良のため予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 

注 意
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９．ＲＳ－２３２Ｃ通信仕様 

 

９－１．リモート制御（CONTRL INPUT）通信条件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９－２．制御コマンド 

                              「↵」はＸ'０Ｄ'(ＣＲキャリッジリターンを表す) 

コマンド コマンド詳細 機 能 

ＰＷＯＮ↵  電源をＯＮする 

ＰＷＯＦ↵  電源をＯＦＦする（スタンバイ状態） 

ＰJＯＮ↵  プロジェクタ電源をＯＮする 

ＰJＯＦ↵  プロジェクタ電源をＯＦＦする 

ＯＴ１－ｍｎ↵ ｍｎ：P1/P2/P3/P4/V1/V2/V3/V4 入力切替 

ＭＴＮ１↵  映像・音声ミュートＯＮ 

ＭＴＦ１↵  映像・音声ミュートＯＦＦ 

ＶＭ１－ｐｐ↵ ｐ：'０'～'Ｆ' ＭＡＩＮの音量セット（２５６段階） 

ＶＬ１－ｐｐ↵ ｐ：'０'～'Ｆ' ＬＩＮＥの音量セット（２５６段階） 

ＯＰｘ－ＯＮ↵ ｘ：'１'～'６' オプションスイッチ（１～６）のＯＮ 

ＯＰｘ－ＯＦ↵ ｘ：'１'～'６' オプションスイッチ（１～６）のＯＦＦ 

ＳＴＡ？↵  動作状態の要求 詳細は、P35 

 

※コマンドはすべてＡＳＣＩＩコードです。 

※コマンド送信例 

    ・ＩＳＷ－３８５１の電源をＯＮにする。 

       ＰＷＯＮ↵ 
    ・ＰＣ３の映像に切替える。 

       ＯＴ１－Ｐ３↵ 
    ・ＭＡＩＮ音量を２００レベルにする。 

       ＶＭ１－Ｃ８↵ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 設定内容 

同期方式 調歩同期方式 

通信速度 ９６００ｂｐｓ 

データ長 ８ｂｉｔ 

パリティ なし 

ストップビット １ｂｉｔ 
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９．ＲＳ－２３２Ｃ通信仕様 

  

 

●「ＳＴＡ？」コマンドについて 

    

     ＩＳＷ-３８５1の動作状態が下記のフォーマットで出力されます。 

             出力値       出力データ詳細 

       １バイト目 ｢０｣/｢１｣    電源状態（０：ＯＦＦ/１：ＯＮ） 

       ２バイト目 ｢０｣/｢１｣/｢２｣ プロジェクタ電源状態（０：ＯＦＦ/１：ＯＮ/２：クーリング中） 

     ３－４バイト目 ｢ｒｖ｣     映像出力状態（ｒ：ＰＣ映像     １/２/３/４/０ ０は未出力） 

                           （ｖ：ＶＩＤＥＯ映像  １/２/３/４/０ ０は未出力） 

       ５バイト目 ｢ｎ｣      オーディオ出力状態（ｎ＝０：未出力） 

                             １：ＶＩＤＥＯ１ ２：ＶＩＤＥＯ２ 

                             ３：ＶＩＤＥＯ３ ４：ＶＩＤＥＯ４ 

                             ５：ＰＣ１    ６：ＰＣ２ 

 ７：ＰＣ３    ８：ＰＣ４ 

      ６－７バイト目 ｢ｐｐ｣     ＭＡＩＮ音量（'００'～'ＦＦ'） 

      ８－９バイト目 ｢ｐｐ｣     ＬＩＮＥ音量（'００'～'ＦＦ'） 

      １０バイト目 ｢０｣/｢１｣    ミュート状態（０：ミュートＯＦＦ状態／１：ミュートＯＮ状態） 

   １１－１２バイト目 ｢ｐｐ｣     オプション出力信号状態（'００'～'３Ｆ'） 

   １３－１４バイト目 ｢ｐｐ｣     オプション入力信号状態（'００'～'３Ｆ'） 

      １５バイト目 ｢↵｣       送信データの終了 

 

●「ＳＴＡ？」コマンド以外の応答 

正常終了時は｢ＡＣＫ↵｣、異常終了時は｢ＮＡＫ↵｣が送信される。 
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１０．故障かなと思ったら 

 

    電源スイッチをＯＮにしても、電源ランプが点灯しない 

・電源ケーブルがきちんとコンセントに接続されていますか？ 

接触の悪い部分はありませんか？ 

・ＡＣコンセントからきちんと電源が供給されていますか？ 

他の電気器具を接続し、動作を確認して下さい。 

・スタンバイ時のＰＯＷＥＲ表示ＬＥＤの設定が消灯に設定されていませんか？ 

 

  出力コネクタより出力されない 

・接続ケーブルは、断線、接触不良等を起こしていませんか？ 

・コンピュータから出力される画像の解像度、周波数が、表示装置の仕様内か確認して下さい。 

・コンピュータから出力される画像がミックスシンク（Ｃｓ）の場合、シュリンクＤサブ１５ピン 

・コネクタを使用するとき、ミックスシンク（Ｃｓ）が入力可能か表示装置の仕様をご確認下さい。 

 

    表示装置の映像は出力されるが、音声が出力されない 

・映像と音声の接続番号を確認して下さい。正しく接続されていますか？ 

・音声調整ボリュームレベルが“００”（最小）になっていませんか？ 

 

  本体選択スイッチと表示装置が連動して動作しない 

・制御ソフトは、オプション扱いです。 

・表示装置の型名と、制御ソフトで対応している型名は同じですか？ 

    同じメーカーの製品でも型名が異なると、制御方法が異なり動作しない場合があります。 

・ＲＳ－２３２Ｃケーブルは正しく結線されていますか？ 

 制御機種によりケーブル結線が異なり動作しない場合があります。 

 

本体スイッチ、ボリュームが効かない 

・ 本体スイッチ／ボリューム操作がロックされてませんか？ 

上記設定を解除する場合はスタンバイにし設定変更操作にてロックを解除します。 

設定番号3.4（ｐ２７） 

 

 

 

 

 

 


